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研究課題（申請書に記入した内容を記入すること。） 

体験型雪氷教育活動「雪氷楽会」を通じた青少年の環境理解と防災力の向上 

助成金使用実績の概要（日本語で記入すること。図・グラフ等の記載は必須ではない。） 

１．実績の要旨 
地球環境変動や雪氷災害に関する啓蒙活動のため、貴財団の助成を受け、2015 年1 月17-18 日に大雪山の麓に位置する

北海道東川町において雪結晶をテーマに講演会（参加者約50名）および雪氷楽会（参加者約200名）を開催し、第一線の

研究者による体験型の雪氷教育を通じ、一般市民、特に青少年への自然科学に関する知識普及を図った。今後も本活動を通

じ、雪氷を中心とした自然環境への理解と地域社会の防災力の向上に向け取り組む。 
２．地域講演会「六花の美とサイエンス～旭岳の雪に惹かれて～」の開催報告 
 開催日時：2015年1月17日15：00-17：00 開催場所：東川町公民館（東川町農村環境改善センター）多目的ホール 
講 演 者：油川英明先生 NPO法人雪氷ネットワーク所属、元北海道教育大学教授、博士（理学） 

 大雪山旭岳においてこれまで観察・撮影してきた雪結晶の写真を用いて、雪には裏表があることや、二つと同じものが無

いと言われるほどの多様さとその分類等について講演された。また、旭岳にはなぜ美しい雪が降るかなどの雪結晶の成長に

関わることを、これまでの人工雪の実験をもとに説明された。講演の最後に、雪結晶についての顕微鏡写真の撮影方法とレ

プリカの作り方を実演的に紹介していただいた。参加者は約 50 名で、冬休みの自由研究を行っている小学生から写真や理

科教育に興味を持つ大人までと多彩であり、講演後の質疑も活発に行われ、大雪山の麓にあり写真の町に暮らす町民の雪結

晶への関心の高さが伺えた。講演会および雪氷楽会のポスター、講演会の模様を【別紙1】に示す。 
３．雪氷楽会の開催報告 
 開催日時：2015年1月18日10：00-15：00 
「雪の観察会」、「除雪・雪下ろしグッズ体験」 開催場所：羽衣公園（ひがしかわ氷祭り会場内） 
屋外において実際の雪を用いて雪の観察会を行った。参加者はルーペーと雪の観察シートにより、積もった雪の結晶を直

に観察し、解説役の研究者がその成り立ちなどについて分かりやすく解説した。また、前日に講演された油川先生の指導に

より、顕微鏡による雪結晶のレプリカ観察も行った。「除雪・雪下ろしグッズ体験」では、各種除雪器具を展示し、実際の

使用感を確認して頂くと共に、安全な作業方法について解説した。概要を【別紙2】に示す。 
「アイロンビーズで雪の結晶をつくろう」 開催場所：「道草館」（東川町道の駅） 
アイロンビーズを用いて雪の結晶をデザインした作品を作成してもらい、雪結晶の美しさや多様性について学んで頂い

た。参加者は親子連れを中心に約50名であり、作成スペースはほぼ満席の状態であった【別紙3】。 
両会場には雪氷災害の注意点を分かりやすく伝えるポスターも掲示し、防災に関する啓蒙を図った【別紙4】。 

４． 会計報告 
 助成金は本会の会計担当理事が学会規則に基づき適正な管理を行い、スタッフおよび講師の旅費に¥81,140、消耗品に

¥16,900、会場費など諸経費に¥115,765、講師への謝金に¥10,000を支出した。支出明細を【別紙5】に添付する。支出が

当初予算より少なく残金が発生した理由は、地元自治体のご厚意により会場費および設備賃借料に係る支出が抑えられ、必

要最小限のスタッフにより運営するなど経費の節約に努めたためである。残金¥56,195については助成制度ならびに応募の

趣旨に鑑み、次年度開催予定の雪氷楽会および市民向け講演会に充当する予定である。 

助成金を使用した成果に関する発表（インターネットに公表されている場合はURLを記載すること。） 
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雪氷 2015年7月号（予定） 
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【別紙1】講演会および雪氷楽会のポスター 
 
  
 

 

 



 
 

 
講演中の模様 

 
 

 
顕微鏡写真の撮影方法の紹介 



【別紙2】雪氷楽会「雪の観察会」、「除雪・雪下ろしグッズ体験」  
 

  

雪の観察会の模様                  NHKによる取材風景 
 

  

顕微鏡による雪結晶の観察                 雪下ろしグッズ体験 
 
雪観察シート 

 

表面                         裏面 



【別紙3】雪氷楽会「アイロンビーズで雪の結晶をつくろう」  
 

 

  
アイロンビーズを雪の結晶の形に並べる               スタッフによる仕上 

 
 
 

 

アイロンビーズによる雪結晶の作品 



【別紙4】会場に掲示した普及啓発用のポスター 
 

  

 

 



【別紙5】助成金会計報告 
 
 
収入明細 

項 目 金額 

雪氷学会北海道支部予算 ¥70,000 

せせらぎ財団助成金 ¥210,000 

合計 ¥280,000 
 
支出明細 
費 目 金 額 内 訳 

旅費 ¥81,140 スタッフ交通費（5名分）¥27,140 
スタッフ宿泊費（5名分）¥35,000 
日当（9名分）¥19,000 

消耗品費 ¥16,900 雪氷楽会資材費¥8,752 ガソリン代¥8,148 

諸経費 ¥115,765 会場費¥20,000、チラシ・ポスターのデザイン・作成費 ¥58,320、チラシ折込配布¥8,337、
レンタカー ¥21,492、高速道路使用料¥4,150、資材宅配料¥2,966、駐車料金¥500 

謝金 ¥10,000 講演会講師 

合計 ¥223,805  

 
残金 = 収入合計 － 支出合計 = ¥56,195 
 
 


